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【緒言】 

 ボート競技では、競技動作の特徴やハードな

トレーニングによって、腰痛を発症する選手が

多い。選手や指導者の間では、漕動作中の脊柱

の動きが腰痛の発症に関連していると考えられ

ている。そこで、①腰痛のある選手はそうでな

い選手に比べ、エントリー時に骨盤が後傾し脊

柱が屈曲することにより腰椎に過度に負担をか

けている、②疲労に伴い脊柱の動きが変化する

という仮説を立て、実験を行った。 

 

【方法】 

 被験者は大学生の男子ボート選手 12 名とし

た。腰痛により練習を長期休んだことある選手

を6名、そうでない選手を6名選んだ。被験者

にはローイングエルゴメータで漕動作を行わせ

た。試行は、ドラッグファクター（負荷）135

と 170(重い負荷で漕ぐことにより疑似的に疲

労時の動きを再現した)でレート(1 分間に漕ぐ

サイクル数)34で10サイクルとし、安定した3

サイクルを分析対象とした。マーカーを、第７

頚椎（C7）および第4腰椎とその間の等間隔な

4 点、さらに左右の上後腸骨棘（PSIS）に貼付

し、カメラ2台を用いて動作解析を行った。脊

柱の動きをＣ７からＰＳＩＳ中点までの隣接す

る点すべてを結んだ直線の長さをＣ７からＰＳ

ＩS 中点までを結んだ線で割ったものを脊柱湾

曲指数として表した。漕ぎをエントリーからレ

ッグエンド（脚伸展動作）、レッグエンドからフ

ィニッシュ（体幹後傾・プル動作動作）の2つ

のフェイズに分けた。エントリーはPSISの中点

の座標が最も前方になった時点とした。レッグ

エンドは PSIS の中点座標の後方への移動が終

了した時点とした。フィニッシュはC7が最も後

方に移動した時点とした。フェイズごとでの脊

柱湾曲指数の差分を群間で比較するにあたって、

脊柱の伸展、屈曲の大きさをみるために値を絶

対値化し変動値を見た。 

 

【結果】 

 脊柱湾曲指数の平均は、腰痛の有無や負荷の

違いによって有意な差がなかった。エントリー

からレッグエンド、レッグエンドからフィニッ

シュの脊柱湾曲指数の差分も有意な差がなかっ

た。一方、エントリーからレッグエンドまでの

フェイズにおける、絶対値化した脊柱湾曲指数

の変化は腰痛あり群が腰痛なし群に比べ約2倍

であった。 

 負荷の違いによる脊柱湾曲指数の平均値、変

化量ともにどの群間でも有意な差はなかった。

しかし数字の上では若干ではあるが、腰痛あり

群の選手の中に負荷が変わることにで脊柱湾曲

指数が変化する選手が数名いた。 

 

【考察】 

 腰痛あり群はなし群に比べエントリーからレ

ッグエンドまでの脊柱湾曲指数が大きく変化し

ていたことから、動きの方向ではなく、腰痛の

発生原因としてエントリーからレッグエンドま

での動きの大きさが腰痛と関係していることが



示唆された。 

 被験者 12 名の漕動作を選手ごとに解析した

結果、腰痛あり群は、腰痛なし群に比べ、負荷

設定の増加に伴い脊柱湾曲指数が増加する選手

が多くみられた。 

 骨盤が後傾し脊柱が前傾する動きは1選手に

しか見られず腰痛との関連は見られなかった。 

 負荷による違いも増加はしたものの有意な差

が出ず、関連性をみることができなかった。 

 以上のことからエントリーからレッグエンド

までの脊柱湾曲指数の増減の大きさが腰痛と関

係していると考えられる 

 


